
1.球審の構え方

スロットスタンス:

1)足

捕手の足のかかと/球審の足のつま先/かかと/つま先

(Hee1/Toe/Hee1/Toe)(次ページの図l

かかとからつま先まで地面につける。

両足のスタンスは最低肩幅$まとんどの場合肩硼 。

両足に均等に体重をかける。

スロット足を先に決め、後ろ足は45度まで開く。

(両足のスタンスは自分の一番楽な位置がよい)

2)肩

投手板に正対する。

地面と平行に。

3)あご

地面と平行にD

捕手の頭頂部の高さに合わせる(次ページの図)。

4｀ 体

い や前方にf頃ける。

頭の高さを決めるのにしたがって腹の位置も決まる。

5)腕と手の位置(①、②のどちらで●よし→

①スロット方向の腕は90度に曲げ、ベルトのあたりに

止める。もう一方の腕はひぎの上部あたりに軽く渾

える。

②両前腕を足の内部に入払 太ももあたりに持ってく

る。手は自然に下げるか軽く握る。

球審の構えの3大ポイント:

①スロット足のつま先が投手板方向に向いている力。

②ホームプレートJ部 見えているか。

国の高さ、位D
③構えた姿勢が自分にとつて快■か。
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●ジェスチヤーの書本

lo.塁審の構え方

塁審は、

1.一球ごとにセットポジションで構える。

*ただし走者がいないととは、スタンディング・セツ

トポジションl立ったままの姿勢で、ひざを少し曲

げて構える)でもよい。

2.プレイの判定のととにはセットポジシヨンで構える。

セットポジションの構え方 :

1.ひざを軽く曲げる。腰を曲げない。

2,両手をひざまたは太ももの上に置く(ハンズ・オン'ニー

ズ)。 両脚の内側に置かない。

3.頭を上げる。頭を落とさない。

4.ひじをまっすぐに。

5.肩の力を抜いて。リラックスしてo

6.重心は前1こ置く。機敏に動けるように。

①判定す奮C毯監Iとって両ひざに軽く手を置き

屋 縫竜鞘 ょしJ、 一歩動いて良い角度を

③∴ζ与鵬 うなプレイが起きるかを想
像しながら行動する。

正 しい構え方

・視野を広く。

・プレイに正対する。
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間違つた構え方

3-


